
＜講座趣旨＞
CFRPを構成する炭素繊維およびプラスチックの基本
特性について学ぶ。
また、CFRPは一般に中間基材を経て製造されるため
、中間基材の設計および製造方法についても学習す
る。

＜プログラム＞

１． CFRPとは
　　　1.1. 特徴
　　　1.2. 用途

２．炭素繊維
　　　2.1. PAN系炭素繊維
　　　2.2. ピッチ系炭素繊維
　　　2.3. 炭素繊維の試験方法

３．プラスチック
　　　3.1. 熱硬化性プラスチック
　　　3.2. 熱可塑性プラスチック

４．中間基材の設計
　　　4.1. 長繊維強化中間基材の設計
　　　　　　4.1.1. 密度
　　　　　　4.1.2. 繊維方向の弾性率
　　　　　　4.1.3. 繊維と直角方向の弾性率
　　　　　　4.1.4. せん断弾性率
　　　　　　4.1.5. 繊維方向の引張強度
　　　　　　4.1.6. 繊維方向の圧縮強度
　　　　　　4.1.7. 熱膨張係数
　　　4.2. 短繊維強化中間基材の設計
　　　　　　4.2.1. 短繊維強化CFRPの弾性率
　　　　　　4.2.2. 一方向短繊維強化CFRPの強度

５．中間基材の製造
　　　5.1. 原材料の選定
　　　　　　5.1.1. 炭素繊維の選定
　　　　　　5.1.2. プラスチックの選定
　　　5.2. 熱硬化性プラスチック系
　　　　　　中間基材の製造
　　　5.3. 熱可塑性プラスチック系
　　　　　　中間基材の製造
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第１講
CFRPを構成する
　　　　原材料および中間基材

第２講
CFRP製品の設計および成形

第３講
CFRPの試験
　　　　　　　および実用化技術

CFRPにおける原材料から、設計・成形・試験など基礎から学ぶ！

CFRPを正確に取り扱うための基礎講座

＜講座趣旨＞

CFRPの試験方法、特にCFRP特有の特性を試験する

方法に重点を置いて学習する。

続いて、CFRPの実用化において重要となる加工・接

合・検査の基礎について学ぶ。

＜プログラム＞
１．試験
　　　1.1. 初期性能
　　　　　　1.1.1. 引張特性
　　　　　　1.1.2. 圧縮特性
　　　　　　1.1.3. 面内せん断特性
　　　　　　1.1.4. 有孔引張強度
　　　　　　1.1.5. 有孔圧縮強度
　　　　　　1.1.6. 衝撃後の残留圧縮強度
　　　　　　1.1.7. 層間破壊靭性（モードⅠ、Ⅱ）
　　　　　　1.1.8. 層間せん断特性
　　　　　　1.1.9. 面圧強さ（機械的接合）
　　　　　　1.1.10. 引張せん断接着強さ
　　　1.2. 耐久性
　　　　　　1.2.1. 疲労特性
　　　　　　1.2.2. クリープ特性
　　　　　　1.2.3. 耐候性
　　　　　　1.2.4. 耐薬品性（耐食性）
　　　　　　1.2.5. 耐熱性

２．加工
　　　2.1. CFRPの一般加工法
　　　2.2. CFRPのドリル・エンドミル加工における
　　　　　　課題と対策

３．接合
　　　3.1. 機械接合
　　　3.2. 接着接合

４．検査
　　　4.1. 非破壊試験
　　　4.2. 非破壊試験の応用例

５．主要用途におけるCFRPの使われ方
　　　5.1. 自動車分野
　　　5.2. 風力発電分野
　　　5.3. 航空宇宙分野
　　　5.4. 圧力容器分野　　　　　　　【演習問題】

＜講座趣旨＞
CFRPを設計するための基礎について定量的に学ぶ。
また、よく使用される成形方法についても学習する。

＜プログラム＞

１．設計の基礎
　　　1.1. 設計の手順
　　　1.2. 剛性の設計
　　　1.3. 強度の設計
　　　　　　1.3.1 最大ひずみ則
　　　　　　1.3.2 最大応力則
　　　　　　1.3.3 応力成分の相互作用を
　　　　　　　　　　考慮に入れた破壊則

２．原材料および中間基材の選定
　　　2.1. 熱硬化性プラスチック系
　　　　　　2.1.1. シートモールディング
　　　　　　　　　　　コンパウンド（SMC／短繊維）
　　　　　　2.1.2. バルクモールディング
　　　　　　　　　　　コンパウンド（BMC／短繊維）
　　　　　　2.1.3. プリプレグ（長繊維）
　　　　　　2.1.4. 熱硬化性プラスチック系
　　　　　　　　　　　中間基材の例
　　　2.2. 熱可塑性プラスチック系
　　　　　　2.2.1. 短繊維（強化）ペレット
　　　　　　2.2.2. 長繊維（強化）ペレット
　　　　　　2.2.3. スタンパブルシート（短繊維）
　　　　　　2.2.4. 熱可塑性プラスチック系
　　　　　　　　　　　中間基材の例

３．成形
　　　3.1. オートクレーブ成形
　　　3.2. プレス成形
　　　3.3. RTM成形
　　　3.4. VaRTM成形
　　　3.5. FW成形
　　　3.6. 引抜成形
　　　3.7. 射出成形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【演習問題】【演習問題】

CFRPを正確に取り扱うための基礎講座


